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不稔現象は禾鞍類に沿いても古くから注目され，多くの研究がなされた.ととに大麦では農

業の実際上の問題として宇不稔性の研究が取りあげられた.たとえば日本ではピーJレ麦のいわ

ゆる提灯穂間(11)(14)や普通大変の稔性低下仰について研賓が行われた.また米国では，以前か

らできにとげのない大麦を育成するに当!J，滑世化に伴う柱頭の毛の減少による稔性低下が育種

家の大きな関心事となっている.

との研究は青裸変と呼ばれる一変異系統に見られる宇不稔性の遺伝に関するものである.と

の系統の宇不稔の原因は後述するよラに花柱分校，いわゆる柱頭の毛の数や長さの減少により

受精がしばしば妨げられるむとにある.したがって，特に上述の滑世化に伴ラ稔実率の低下な

どと関連があるととは確かであろう.とはいえ，との研究からとうした問題に直接的に寄与で

きるほどの結果は得ていない.しかしとの牟不稔性が単純なメシデJレ性劣性として遺伝される

質的形質と見たし得ると同時に，その稔突の程度がさらに他の数多くの，強さを異にする変更

遺伝子によって支配される事実をも確かめるととができた.とのととは，育種の実際や遺伝学

の立場から多少の興味があると思われるので，な治追試すべき点もあり，種k 計画の不備も認

められるのであるが，ととに今までに得党結果の大要を予報し，大方の御叱正を得たいと思

う.

むの実験に当つては，塩尻勇，赤木温郎の両氏の御助力を得たととに記して諦t意を表す

る

II.賓験材料及び方法

との実験に主として用いた枠料は 1943年に農林省農事試験場から貰った青裸(変〉と呼ば

れる渦性裸交の一系統である.とれば顕著主主宰./f情性と短きという特性によって，正常の長世

品種，青裸から分離されたものlと推測されるが，真備のほどは明らかではない.

との系統の牛不稔性の遺伝及び連鎖関係を調べるため，との系統と，正常な柱頭を持つ2品

種， Colsess 1たよび宮城 123号との交雑を用いた.とれらの品種の遺伝子構成は， その表現

型から次の如〈推定された
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とれらの雑種の F~ にたける正常型と牟不稔(柱頭異常〉型との分離扶況は， 開花当時調べ

た花柱分校の多少と，その後に見プヒ稔実率の多少とによって判定した.

号えに， Colsess lx青裸変のれに現われた牟不稔性個体の全部(122)及び正常個体の一部

〔農学研究第41巻第2号 69-78頁 19li3) (69) 



(45)を取り，それぞれの個体の大きい穂 4--5について稔実率を調ペ7にまたとれに先充

ち，れの開花当時，それらの個体の主稗の穂の中央部から 3花歩つを取り，その雌花をパJレ

ザムで封じて沿いて，後に花柱分校の長さと数とを顕微鏡下で調べた.各個体の値は6本の花

柱について調ペ売値の平均をもって示した.との場合，花住分枝の長さは， 1本の花柱内でも

かなりの変異が認められ売ので，不完全ではあるが，志子治むね中庸の長さと思われるもの数本

の測定値の平均をもってその花柱の分校の長さとした.

稔実率の遺伝性を追究するためには， F2の宇不稔性個体の中から稔実率のいろいろ違った

並性及び渦性個体をそれぞれ 31及び 10歩つ選び出し，翌年 F3を仕立てて，各系統の平均

稔実率を調査した.さらにまた，とれらの F3系統の中からいろんた程度の稔実率を示す 20系

統，各系統それぞれ2個体の F4代を育て，それらの稔実率を調ペた.民主計よびF4の各系統は

それぞれ 10--15個体とし，各個体の調査穂数は通常その中で大きいもの 3以上とした.また

各k の穏ではいちばん上と下の 3小穂を除く全部の小穂散を数え，それに対する稔実小穂数の

割合を計算した.たた，稔実率の平均の比較や相関係数，回担係数おどの計算は，すべて Bliss

(1938)の表に基づぎ稔実率を角度に変換した上で行った.

111.賓 験 結 果

1. 青裸変の宇不稔性の原因

との系統の牟不稔性は明らかに遺伝性のものである.1947年にとれから稔実率を若干具にす

る数株を選び， 4年間日!日kに栽培した結果では，とれらの分離した系統の聞に稔実率について

差は確認できなかった.しかし年衣聞には有意差が僅かに認められた.

との系統の不稔の原因を知る目的で， 2--3の実験と観察を行った. ます"， 1949年に青裸

変と正常だ:花柱を持つ宮城 123号及び ColEess1との聞に正逆交雑を行ない，その着粒歩合

及び戎年度[乞忌ける Fl植物の稔実率を調べ第 1表の結果を得た.との表に明らかたように，

第 1表 両親，正逆交雑およびその次代の稔実率

親及び苦E雑 ヲE雑した花の数 安維の稔(1実94事9)(F4) FJ個体の(稔19実50寧)(04) 

背 祈ぐ 変 29.2土2.4470 31.4土2.2122

Colsess 1 75.9土0.8139

官 減 123 号・ 82.8土1.2454

背楳変♀ x宮城123号・8 147 28.0土2.2737 86.7土0.4167

官披123号甲 x背楳変 8 155 70.5土4.3937 83.2土0.5128

Colsess 1♀x背裸変 8 72 77.5土4.8966 82.8土0.9056

青裸変を母親にした場合には，除雄後2--3回反復人工授粉を行ったにもかかわら守，母親の

稔実率と同程度しか稔らたかった.一方正常型を母にしたものは，唯1回の授粉で概ね正常親

に近い稔実率を示した.た:ゐ Fl個体の稔実率は交雑聞に差はなく，従ってE常が宇不稔性に

対して優性で、あるととが認められた.との事実は青楳変の不稔の原因が花柱にあり，花粒には

たいととを証するものであるう.

衣に花粉萄細胞の減数分裂を観察したととろ.とれには具常がたく，花粉の形態もまったく

正常であった.しかし，第 1図に示すように，との系統の花柱は正常のものに比ペて短く，と
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とに花柱分校，すたわち柱頭が著しぐ退化じて，遁常どく短い校がヌ -3本生巴てい~にすぎ

たい.しかも各桂頭は同筒献で，細胞の突出したものがほとんど1工い.したがって相当多量の

花粉をとの柱頭に注いでも，柱頭上に花粉の附着す7る機会はほか、はだ少た~.また子房の上部

から花柱の基部に多数生じてりる刺毛もとの系統の受粉に影響を与えているものと思われ喝〕

第 1図:雌築〈上〉や柱頭〈下〉の憎迭の比較〈左は正常型，右は背裸変〉

7ぜからとの不稔性の主因が花桂分校の退イヒによるものと推定するととは困難でなIい.'t:.かと一

方病の裂開機能の微小な障害も，とのような柱頭の構造を持つものの稔実率に著しく影響する

ととが同時に考えちれる.

2. 宇不稔性を生す寄る主遺伝子とその連鎖関係

青楳変と， Colsess 1沿よび宮城 123号との 乱 雑種はともに正常な稔性を示すととは上に

述ペた.モの F2の各佃体について，花柱づき枝キ雅実率の多少を調べて，正常個体と奨常個体と

を区別した.その結果，正常個体と具常個体がごっの交雑でそれぞれ~ 314: 123及び 372:113 

やワ現われ，どちらも 3: 1の分離と認められた.すなわち，柱頭具常は正常に対して単劣性

として遺害されるととが明らかとなった.Robertson (1932)は， JE常花柱を持。品種Coast

と Lionという滑世大麦との雑種!:'C:Iないて花柱分校の数を減歩る遺伝子が三つあるととを見出

し，それらを gl' g2' 払C.1，11， ..U2， u，)と名づけた.乙の青操変の遺伝子はたぶんそれら

と集るものと考えられるので，とれを仮('CU4と名づけるとととする.

，次に閉じ交雑に沿いで， ζ の柱頭兵常の遺伝子と， 種 kの連鎖群標識遺伝予との筒係を調

Pむ第 2衰の結某を得たとの結果で怯， 'U4 は短竺遺伝子&完全な連鎖を示L，w再遺伝子の
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号事2表 背裸変とColsess1 (交雑 1)及び宮域 123号(交雑2)との雑種 F2における

柱頭異常性の主遺伝子u..と種々の遺伝子との関係

調査遺体子 F2 の表現型
連鎖関係

実被葬号 計 (組換傾)
、 ，t2 P 

Xx Yy XY Xy xY xy 

1 U. u.. Kk 229 85 122 436 淘立分離 2.766 0.5-().2 

1 ." ss 237 76 87 35 435 fI 3.22'1 0.5-0.2 

1 fI Uzuz 204 110 86 36 4鈴 11 3.379 0.5-0.2 

d 。 fI Uzuz 284 88 80 33 485 " 2.091 >0.;; 
ー............・ーーー・・・.司・・.......・.，・・・・・.......u..・・・・4・...・...祖、......・・‘'ー・-・・・.....~ー・..，ー‘担..、・・・・ー・ー..彊 司・・・v・n........ーー・・・..ー..........

1 U~ ¥La Lklk 314 。。122 436 完全連鎖

1 11 Nn 302 12 20 100 434 7.25 2.897 0.5-0.2 

“ 。 fI Nn 172 12 6 42 232 8.(溺 3.29'1 0.5-0.2 

d 。
" LI 247 125 105 8 485 25.28 1.857 >0.5 

間の組換えは全く見られたかった.もっともその後に調査した別の交雑では，どく僅かではあ

るが，組換え個体が見出されたから，やはり遭った遺伝子座にあるものと見るべきであろう4

しかし何れにしてもぬと lkとはごく近い位置にある乙とは間違いたい.なた， U4遺伝子は皮

裸性 Nn と 7~8 %，穂の疎密性Llと25%程度の組換価をともヨて連鎖しているととが明ら

かとなヨプヒ.とれらの三9 の遺伝子， 1， n， Jkの聞の連鎖関係は著者ら(1953)の結果とたゐ

むね一致してidJ，したがって U4遺伝子は第 III連鎖群に属するものと見てよい. さらにと

の遺伝子は第lV群の三叉世遺伝子 Kkや第V群の底刺型遺伝子 Ssたよび第 VI群の並渦性

遺伝子 Uzuzのいやれとも独立であるととが認められた. 最後tL， Col舘 ssIとの交維で，と

の lk遺伝子が三叉芭遺伝子 K と共存するとき， lkは Kに対して完全に上位であるととが

認められたととを附記Lてたく.

3. 稔実率に対する他の遺伝子の影響

Colsess 1 x青裸事長の FI!に治ける宇イミ稔個体の稔実率の変異の献況を， Jl立性個体とi向性個体

とにわけて示すと，第2図(上)の全日くである.また，両親や F2の正常沿よび牟不稔個体の3lt.

j向性別に示した平均の稔実率は第3表の如くである.との結果:乞よると， F~ にたける宇不稔

個体の稔実率の変異性は 0-90%にも友ぴ，著しく大きい.したがうて，環境の影響をと考慮

しでも， U4以外の遺伝子が稔実率(-C関与しているととがたやすく推測できる.

主主

i局

第 3表 Colsess 1 x育機変の両親;及び雑種第2代の正常及び異常柱頭個体群における

並性及びil8.性問¢稔実E恨の比較

稔 実 E事 (%) 

両 親 日 正 常 型 F.柱頭異常型

4生 97.2土0.4223 96.6土0.3329 58.1土0.7342 岨

性 18.3土1.7364 89.0土0.8880 13.4土1.2167

差 7.6 44.7・・
ととにかかげた第2図と第3表からすCわかるととは， F2 の宇不稔個体の中で渦世のもの

はその稔実率の平均が渦性親の青裸変の夫れと余り違わたいが，並性の宇不稔個体群はこれら

{:7ili> -22 -



第 4表 Colsess 1 x育線変の両親と，前代に主主1鮒主主ヘテロ型で雑種第3および第4

代で分離した系統についてしらベた並性および渦性個体の平均棋率(%)

両親 の 稔怯 雑種の分自E裂の稔怯
区 分

1953 1953 F3 (1952) F4 (1953) 

並 f会 88.7土0.5891 90.6土0.8868 61.6土1.1777 67.6土1.5333

i局 怯 31.8土0.7219 9.7土0.8679 18.7土2.0131 21.2土1.8396

並性と渦性との差 43.2“ 46.4・‘
16 

よりも著しく稔実率が高く，その差

は 45%にも達する.また F3I3"よび

F4世代で，それらの前代に並渦性

遺伝子についてh テロであった系統

(Uzuz)から分離した並性沿よび

渦性個体群の稔実率は，第4表に示

したよろに，やはり45%前後の差を

示し"しかもどの系統に1きいても同

程度の差が認められた.とのととは

並渦性遺伝子そのもの，もしくはそ

01 ・ ・・ 目、， ・れと密接に連鎖した遺伝子が稔実率
ro W 00 ~ w w ro W 00 ~ 

に対する強力主主変更遺伝子の~-:::>と

して初いているととを示す.ととに

渦性遺伝子は今までの多くの実験結

果から，植物体の各器官の長さを著

しく誠守る多面的作用を持っととが

知られているので，ゐモらく並渦遺

伝子そのものが稔実率に彫響してい

ぬ ，〆l-" ると考えるのがむしろ適当であろう

ur l と思われる.凶じ正常1胞を持つ

-~イ ¥ J 個体群では，多少とれと似た傾向が

/ 〆 v ~I あるけれども，少なくともととに取

ヮい)す=-7.94+0.蹴 f 扱った個体数の範囲では，並渦聞に

ぷ帆 I.__L I I ， 統計的に有意鳩を認め得たが9

20 :so 40 ω '60 70 80 90 1∞た.したがって並渦性遺伝子は，

F2個体の稔突事 (%) Uj についてホモの場合にのみ強力

第2図 Col記 ss1 x青裸変の F2において現われた た稔実率変更遺伝子として初くもの
柱頭異常偲体の稔突$の変異(上)e， F2 
個体の稔突E容に対する日系統の図版〈下). と見るべきであろう.

ヲえに同じ交離の F2にたいて卒不稔の並性沿よび渦性個体別tc，底刺長毛型と短毛型とに分

け，それぞれの群の平均の稔騨を計算して第5表の結果を得た.‘との結果によると短毛底刺

を持つ個体は長毛の個体よりも幾らか稔実率が低く，両群の平均値の差は並性たよび渦性のど

ちちの場合にあいても明らかに統計的に有意であった.したがって，底flJ型遺伝子 S8，あるい
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第 5表 雑種第2代異常花柱の並性及び渦性群における底刺長毛及び短毛群の稔実率比較

区 分
稔

F2並性

実 )

一
一位

%
一

(

一
禍

率

一
日

底刺長毛型

底刺短毛型

61.0土0.8722

51.8土1.2750

15.1土1.4795

8.1土1.3175

長宅型主短毛型の差 9..2‘ 7.0・
はそれと連鎖した遺伝子(群〉がやはり U4についてホモの個体の稔実率に多少とも関与して

いるものと推定される.そしてとの場合，稔実率の低下は短毛底刺を持つ Colsess1の染色体

上にある遺伝子によるものと見なければならたい.ととろが， Fa j守よび F4世代で底刺型につ

いて分離を示した各k数系統について，長毛型個体群と短毛型個体群との平均稔実率の差を計

算したととろ，れでは平均 4.0%，F4では 1.1%であって，その差は毎代次第に少なくたって

ゐ札統計的にも有意性は認められなかった.とればとの遺伝子の作用がもともと余り強〈た

い上に， FaゃF4で比較に用うるととのでぎた系統散が余り多くなかった需であるかも知れた

い.しかし，別の，より適切と思bれる考えは，稔実率に影響のある遺伝子は底刺型遺伝子

Ssそのものではたく，とれの座位する第V染色休kに分散している徴小なポリジーγ群であ

って，とれらのポ Pジーシの多くはれでは Sあるいは s遺伝子と相伴って遺伝されるが，代

を経るにしたがい組換が行bれて，長毛型 (SSとSs)と短毛型 (s)との遣いが少なくなっ

たためでたいかというととである.もっともそのいタれが正しいかはととでは決定できたい.

牛不稔世個体の稔実率の変異性を拡大する強力た変更遺伝子や或る指示形質と連鎖した遺伝

子群の存在は上に述べたようた方法で訴すととができる.しかしその他の徴小1工作用を持つ遺

伝子があるかどうかはとうした方法では知るととができない.それでとの目的のため， F!世

代で稔実率に少し十つの違いを示した並性語よび渦性個体を選び出し，それらの次代の稔実率

を調べて， F2にゐける小さい稔実率の差異が後代に遺伝されるかどうかを調査した.また，さ

らに Fs世代で稔実率について僅か十つ違った 20系統からそれぞれ 2個体やつを選び，その稔

実率の遣いがさらに民代へも遺伝されるかどうかを見た.ます;F2個体の稔実率に対する Fa

系統の平均の稔実率の回収係数と両者の相関係数を計審し，第6衰の結果を得たえの一都を図

示すれば第2図(下)の如くであった.但しとの図にたいては煩離をさけるため，調べた値の主主

第 8表 Ftの稔突率に対する Faの稔突E容の回版係数と両者聞の相関係数，なお第2図〈下〉参照

X ; Y 回版係数J) 相関係数均

+0.476・根 +0.693**土0.0934

+0.843** +0.818**土0.1047

+0.555制 +0.580**土0.1449

+0.922柑 +0.638**土0.1399

くイ)F2(並性): Fa (並性)

〈ロ)F2 (i!局怯): Fa (lI局性)

しつ F2(並怯): F3 (並より出?ヒ禍性)

F3 (並怯): F3 (調性)

1) XK.対する Yの回収 め XとY.l:の相関 ** 1 %7](.準で有意

部を示さや， F2の各5%噌級に入るもの毎の平均を求めて点を画いたとの結果によると，

Faの稔実率の F!の稔実率への回吸は相当顕著で，統計的にも有意でありかっ両者の関係は直

椋的であった.中でも F2の渦性個体に対する Fd向性系統の回担の場合(第2図口〉はいちば
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ん顕著であった.また並渦性遺伝子について A テロであったれ個体から Fa世代でそれぞれ分

離してぎた並性個体群と渦性個体群とは，並渦性遺伝子ゐよびそれと密接に連鎖した遺伝子以

外のものについては，互に類似した遺伝的構成を持っているは守であるが，との並性個体群の

稔実率と渦性個体群の夫れとの相関係数は +0.64であった.とれらの結果はとの新種に見ら

れる稔実率の僅か主主遣いもやは b かた b の軒分ず遺伝性のもので~"?て，いわゆるボリジー γ

系が稔実率に関与しているととを示すものと解せられる.

Fa世代で稔実率の僅かす=つ遣った個体を選び，それらの F4代の稔実率を調べた結果では，さ

らに明瞭な関係が見られた.第3図に示したように，Fa個体の稔実率に対する F4各系統の稔

実率の回坂係数は+1.0276で，
100ト

・次・，rfJ/ wi-

また両者の相関係数段 +0.92

という高い値を示した.たた，

80 とれら Fs個体中で並渦性遺伝

.Fi 子について h テロであった個体
70 

の • tUzuz) からそれぞれ F.~で分離
(:0 

. // 

稔

VI=-1l.13+1.0276 x /.i : した並性個体の平均の稔実率と
..r， f 

60 • • 渦性個体のそれとの相関係数は
実

.. . / / 

40 
./ +0.88であった.さきに述ペプヒ

lfl 
， ， 

~1=_31.04+ 1. 44li7 x 

""' :JO 
./ 如く，とれらの並性たよび渦性

，ー
. / 個体の遺伝子構成は，第 VI群、..， / . 

20 ，.-.， ， 〆
の遺伝子以外のものについて

10ト は，犬休閉じであるはやである

庫、 から，とのように高い相関係数。10 20 30 40 liO 60 70 ω 90 Eω 

F:I の 訟事ミ ~ C%i 
の見られたととは， Fs各個体

第 3図 Fs個体の稔実率に対する F.系統の稔実Z容の回
の僅かな差異も明らかに遺伝的

版(実腕と点). 磁線はこれらの個体を選び出し であるととを示すものと解して

た日系統の平均の稔実率に対する日系統C稔 ょいと思われる.

実率の回服部泉. ととに興味のあるのは，最初

Fs系統の中から稔実率の僅かす=つ呉たる一連の個体を選び出す場合， 1~2 の例外を除き

Fs 系統の中で，稔実率 70%以下の系統からはその系統の2j>-哉値よりも平均について 10%前

後低い個体が，また 70%以上の系統からは 7%前後高い系統がそれぞれ選ばれる結果となっ

た.ととろで，その中から各佃休を選び出した Fs系統の平均稔実率に対する民系統の平均稔

実率の図版係数政 + 1.4457という値を示し，その回坂直棋は第3図の破棋の如くおった.との

係数は上述の F3各個体に対する 日 系統の回担係数よりもさらに +0.4181も高い.との差異

はしたがって Fa個体をとり出すときに伯いた選抜の効果によるものと考えられるのでるる.

4. 稔実率と花柱分校の数主Tよび長さとの関係

親系統育楳~の低い稔実率は花柱分校の数や長さの減少によるととはさきに述ペtc.. またと

れとの弱.種の牛不稔個体が退化した柱頭を持っととは圃場観察によって大体確められた.しか

し雑種個体の稔実率の差異と花柱分校の長さや散との関係についてさらに詳しい調査を行つ

- 25ー (75) 



プヒ.ます=花柱分校の欽と長さとの関係から述べるとととする.

F2の半方、稔性個体から開花当時採取，固定して沿いた雌花について花柱分枝の長さと散を

調べ，それらの分校の数と長さとの相関を求めると第7表の如くたった.とれは，分校の数の

F2の半不稔悦偏体における稔笑軍事と花柱分校数とそ¢長さと¢柱互度係
ふ骨・・司ーー噌『

関係数相

花柱分校数と分校の長さ

才E柱分枚数 と稔実事

分伎の長さと稔実事

+0.80土0.0367

+0.75土0.0443

+0.79土0.0380

日

多いものほどその長さも長いととを示している.但し或る程度以上に分校数が多いものでは分

校の平均の長さはさほど増さない傾向がある.す，なわち:分校数の多い花柱の長さは大体正常の

柱頭の長さに近くなっているものと見られる.それはとも角として，との結果は花柱分校(柱

頭〉の数を士宮Libるいは誠やる遺伝子は，大体に沿いて同時にその長さを長くるるいは短くす

るととを示すものであるう.えにた，分校が長く，数の多いものでは柱頭の構造も正常なものに

近く，細胞突出が数多く見られるのに反し，短い柱頭を持つものでは，その表面に細胞の突出

が少たし花街が附着しにくい構造を持っているようであった.

衣に F2にたける稔実率と花柱分校の数たよび長さとの関係主知るため，夫々の聞の相関係

数を計算し第7表にその結果を示した.第7表によれば，とれらの 3要素聞には相当密接加関

係があるととがわかる.また，花柱分校;oq本土曾すごとに稔実率は4.45%，また分校の平均の

長さが 1/1∞mm増せば，同様稔笑率が1.5%十っそれぞれ増加するととがわかった.そして

との計算結果から推測すれば，との雑麗で、l会花柱分校の数は初本ぐらいあれば大体 100μ 稔

実可能である.実際に F2で不稔型と判定されたもので校の数のいちばん多.いのは23本であっ

た.ー方正常型にはまれに 30本ぐらいのものがあり，多くは80，.."，1∞本ぐらいであった.
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F2の半不稔性個体における並性日民性並びに底刺長毛と短毛低体1苦闘Q;)花

柱分枝数の比駁〈単位本〉

第 B表

並と紛の差

で

型

裂
毛

毛

体

長

短
刺

刺

金

底

底
，E
，《I
s
k

8.5働静

F2 II品性

4.0土0.3500

4.4土0.375u

2.2土0.8342

F，並怯

12.5土0.3983

13.7土0.4707

10.0土0.3993

。。・..ー3.7暢剖長守主主置と短毛型の差

民の半不稔性個体における並性と況性，並びに底刺長毛と短毛低体新聞の

花柱分校の平均の長さの比較(単位 1/1ぽlmm)

第 9 表

主立と波の差

30.5偽様

F2iI局除

28.3土1.1481

30.6土1.0331

19.3土3.1179

11・3** I 

F2並性

58.8土0.7387

61.1土0.，9248

54.4土0.9663
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6.7・"長毛型と短毛型の差
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最後に， F，牛不稔性個体について，並性治よび渦性別に花柱分校の数の平均値を求め，また

それら両群を底刺型によ b長毛と短毛との 2群に分けてモれぞれの平均値を計算し.第8表の

結果を得たまたとれと全く同様にして，花柱分校の平均の長さについても同じ計算を行い第

9表を得た.

第 8j;;-よび第9表に沿いて，並性個体は渦性個体よりも明らかに花柱分.校の数が多(，長さ

も長いむとが認められ.両者の差はどの場合も 1%水準で有意でるった.さらに底刺長毛型は

短毛型よりも一般に分校の数が多しその長さも長いととが認められたが，或るものをは取り

扱った個体数の少ない詩差のやや不確かなものもあった.

とれらの結果は， Colsess 1 x青裸変の雑種に沿いて花桂の分校の数や長さが遺伝的に決定

され，モの結果として稔実率の変異と怒ってあちわれているととを示している.

町.考 察

オオムギの不稔性に闘する研究は少えにくない.或るものは染色体的原因により，また或るも

のは遺伝子性のものであ札さらに別のものについては単なる生理的な原因によるととが示さ

れている.しかしそれらの多くは雄性配偶子あるいは雌雄両方の配偶子の具常によるものであ

って，単たる雌薬の形態的異常に原因する遺伝性不稔は例が少ない.著者らの知る範囲では，

さきに述ペプヒ滑世品種f'Cjなける柱頭分校数の減少による稔性低下の場合だりである.しかし他

の作物ではとれに類似した遺伝性変異が 2.......3報告されている.たとえば，イネに沿いて永井

(1920)は雌藁の雄性化する不稔稲を，また近藤治よぴ一色 (1933)は雌藁の葉献に変化する

不稔稲をモれぞれ見出した.さらに宮沢 (1935)は花桂を短かくし，その分校の数を著しく少

たくする変異を発見している.たたとの例で花柱の退化の程度にいろんな段階のものがあると

とを観察している.との外， トウモロヨシで除雌穂の柱頭の完全になくなる silklessという変

異が発見されている (Jones1925，1934).とれらの変異体はいやれも正常に対して単純劣性と

して遺伝されるととが示され，したがって，との青裸変の異常はとれらの平行変異のーっと見

なすととができるかも安防Lない.

ととに例示したイネやトウモロコシの変異は明らかに正常型とは不連続た質的変異であると

とが示されて沿り，との育標変の場合も同様であると見なすととができる. LかLとの不稔性

の程度は雑種にたいて強さの異たるいろんな変更遺伝子の支配を受り，稔性向上に有利に初く

遺伝子を集積すれば， U4遺伝子をホ司去に持ちながらも正常型と全く変らたい遺伝子型を造り出

すとともでき，またモれと反対方向への選択を重ねれば著しい不稔型も造P得るととが示され

た.とのようた変更遺伝子の支配を受りる不稔性の例は余り多くない.しかし Jon白 (1934)

のtasselseedー 2の場合は多少とれと類似いているよろである.との tassel詑 ed-2という

異常は発現当時には雄穂であるべきものに全然新が形成され十，雌花のみであったのに，正常

1工雄花を持つ植物と数代交雑させたととろ，モれから 4代後にはどの系統にも病がよく発達す

るようにたったという.とれは明らかに正常雄花を生やる変更遺伝子の集積によるものと解釈

される.とのように不良な劣性遺伝子の害作用を除く多数の変更遺伝子が，他家受精植物のみ

でたく自家受精植物にも潜在しているととは作物の育種上にも，また遺伝学上からも興味ある

ととと思われる.
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摘 要

1. 花柱の分校の数や長さの減少やモの形の共常のため顕著た牛不稔性を示す大変の一変異系

統，青裸変を用い，不稔性の遺伝研究を行った.

2. 青裸麦の平不稔性は正常に対して単劣性として遺伝される.との遺伝子山ぽ第 III連鎖

群の短世遺伝子 lkのごく近〈に位置L，また裸性 nとは 8%， 密 穂1とは25%の組検価

をもって連鎖している. 1.工業l'"，三ヌ菅 K (第lV群)，短毛底刺 s(第V群)， ;jなよびI~J性 uz

(第VI群)のいやれとも独立であった.

3. 正常な柱頭を持つ Colse田 Iとの交雑のむにあらわれた牟不稔性個体の稔実率には著し

い変異が見られたが，ー枚渦性遺伝子 (Uzuz)はとの切 についてホモの個体の稔実率陀対

して強力な変更遺伝子として伯き，またゐそらくは底刺型遺伝子 Ssと連鎖した遺伝子群も

同様稔実率にかたりの影響を持つととが示された.

4. '1.主主?との外に数多〈のポ y~-yが雑種の宇不稔性個体の稔実率に影響しているととが，

Fsたよび F4試験の結果から推知された

5. 雑種に1なける稔実率の~具に彰響するとれらの遺伝子の作用は主として花柱分校の数やそ

の平均の長さの増減を遇して発現される.
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